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【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 転 位 密 度 の 低 い 半 導 体 材 料 を 成 長 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 半 導 体 基 板 （ ５ ２ ） 上 に 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） に お い て 、 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 （ ７ １ 、 ７ ２
、 ７ ３ ） を 、 前 記 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） の 少 な く と も １ つ の 壁 （ ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ ） か ら
開 始 し て 、 成 長 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 （ ７ １ 、
７ ２ 、 ７ ３ ） は 、 最 終 的 に 、 前 記 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） を 充 填 し て 該 ト レ ン チ か ら あ ふ
れ 出 し 、 成 長 回 転 を 施 さ れ る こ と か ら な る 、 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 （ ７ １ 、 ７ ２ 、 ７ ３ ） に 第 ２ の ト レ ン チ （ ６ ５ ）
を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 ２ の ト レ ン チ （ ６ ５ ） に お い て 、 第 ２ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 （ ７ ３ 、 ７ ４
、 ７ ５ ） を 、 前 記 第 ２ の ト レ ン チ （ ６ ５ ） の 少 な く と も １ つ の 壁 （ ６ ２ ａ 、 ６ ２ ｂ ） か ら
開 始 し て 、 成 長 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 ２ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 （ ７ ３ 、
７ ４ 、 ７ ５ ） は さ ら に 成 長 回 転 を 施 さ れ る こ と か ら な る 、 ス テ ッ プ
を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 半 導 体 基 板 （ ５ ２ ） 上 に エ ピ タ キ シ ャ ル 層 （ ７ ０ ） を 成 長 さ せ る ス テ ッ プ で あ っ て
、 前 記 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） は 前 記 エ ピ タ キ シ ャ ル 層 （ ７ ０ ） に 形 成 さ れ る こ と か ら な
る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 と 前 記 第 ２ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 は 、 そ れ
ぞ れ 、 前 記 第 １ の ト レ ン チ と 前 記 第 ２ の ト レ ン チ の 全 て の 側 壁 か ら 成 長 さ せ ら れ る 、 請 求
項 １ ま た は ２ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 と 前 記 第 ２ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 の う ち の
少 な く と も １ つ が 活 性 領 域 を 含 む 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 と 前 記 第 ２ の エ ピ タ キ シ ャ ル 側 方 成 長 層 が 窒 化 ガ



リ ウ ム 材 料 を 含 む 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の ト レ ン チ （ ６ ０ ） の 底 部 に マ ス ク 層 （ ５ ６ ） を 加 え る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む
、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か の 方 法 。
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